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 XML パーサを使った論文書式自動校閲ツール Word-Lint の開発 
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論文やレポート課題は高等教育機関において必要不可欠な教育手法である．しかし，論文やレポートの添削には教

員の多くの時間が必要であり，特に論文の形式や書式のチェックは単純作業あるにもかかわらず，細かく手作業でチ

ェックする場合が多い．そこで，論文の形式や書式のチェックを自動的にチェックするツールを開発した．これによ

って，単純作業の形式チェックの労力を削減し，教員は本来の専門的知識や論理的思考を評価する時間を確保するこ

とができる． 
 

A lint tool for theses formatted on MS-Word using a XML parser. 
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1. はじめに  

大学等の高等教育機関において，論文やレポートによる

課題は必要不可欠な教育手法である．学生に論文やレポー

トの作成を課すことにより，知識の獲得，データ分析能力，

文章構成力，文章作成能力を養うことが出来る． 
しかし，論文やレポート課題には，添削に多大な時間と

労力が必要という問題点がある．添削には，専門的記述内

容や論理展開のチェックと，形式や書式のチェックという

ふたつのチェックに分けることが出来る．内容や論理の展

開の添削には，各分野に精通した教員の専門知識が必要で

あり，人間の知的判断が必要不可欠である．一方，形式や

書式の添削は文体を統一したり，段落の先頭の字下げや句

読点を統一したりする等，専門知識が不要な単純作業であ

る．本論文ではこの単純作業を自動化して，知的内容のチ

ェックを充実させることのできるツールを提案する． 

2. 関連研究 

現在，実現している添削作業に関するツールやサービス

の代表的なものは，MS-Word の文章校正機能やテンプレー

ト機能，また外部の専門家による添削・校閲サービスを利

用する方法である．MS-Word の文章校正機能では，スペル

チェックや表記の揺らぎの自動チェック等があるが，形式

や書式までは確認できない．テンプレート機能では，スタ

イルの設定や書式の追加等，テンプレート機能を熟知して

いても，書式や形式の統一に扱うには限界がある．また，

外部の専門家によるサービスは教員の学生指導という本質

的な部分が欠落する可能性がある． 
また，笠原らはソフトウェア製品のユーザマニュアル自

動評価の研究として，マニュアルの校閲作業における文書

推敲支援ツールの実適用評価をおこなった[1]．この研究で

は目視による校閲の品質向上のため，校閲作業支援ツール

を開発し実適用評価をした．校閲作業支援ツールにより校

閲総工数の 69%を削減できたと報告された．校閲に着目し

たことは，我々のツールと同様であるが，本ツールはマニ

ュアルに限定されていない，一般性の高い日本語校閲を目

指している． 

3. Word-Lint の紹介 

本項では前述の問題を解決するために開発した

Word-Lint に つ い て 説 明 す る ． Word-Lint は

MS-Word2007/2010 形式の文書の内部構造(XML)を解析し，

自動的に論文・レポートの形式や書式を添削するツールで

ある．ここでは MS-Word2007/2010 形式の文書の概要およ

び Word-Lint の要件について説明する． 
3.1 MS-Word2007/2010 形式の文書の概要 

MS-Word 2007/2010 形式の文書は Microsoft 社製の Office
スイートである MS-Word 2007 および MS-Word2010 で保存

される電子文書の保存形式である．この保存形式は従来の

Word 2003 までのバイナリ保存形式と異なり，XML と呼ば

れるタグを用いて文書を表現する技術と ZIP と呼ばれるフ

ァイル圧縮技術を組み合わせて実現されている[2]．これに

より，従来までは他のアプリケーション製品で互換性を得

られなかった MS-Word 形式が XML をサポートするアプリ

ケーションであれば作業することが可能となり，ユーザ自

身もデータを抽出したり，別の目的に使用したりできるよ

うになった．図 1 に Office (2007) Open XML ファイル

（MS-Word 2007 文書）を展開したものを示す．このように，

内容はプレーンテキストの XML 文書であるため，ユーザ

自身の手によって様々な操作が可能となっている． 
3.2 MS-Word2007/2010 形式の文書の解析 

Word-Lint の機能の実現には，MS-Word2007/2010 形式の 
文書を解析する必要がある．MS-Word2007/2010 形式の文書

は図 1 のような構造を持っている．これを解析することに

より，文書内の問題となるフォントやテキストを探し出し

たり警告としてコメントを挿入したりする． 
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たとえば，本文中の文字列は，「<w:t>」というタグで定

義されている．そのため，「<w:t>」タグ内の文字列を読む

ことで本文中のテキストを抽出できる．また，フォントの

情報は「<w:rFonts>」タグで定義されている．図 1 で確認

できるように，「<w:t>」から「</w:t>」の間に本文が書か

れており，「<w:rFonts>」には「w:ascii」と「w:eastAsia」属

性として「HG 丸ゴシック M-PRO」というフォントが設定

されていることがわかる．「w:ascii」と「w:eastAsia」属性

はそれぞれ範囲内の英字フォントと日本語フォントを設定

している．これらのXMLタグや属性等を確認することで，

書式の統一や「である調」の統一等を確認することが出来

る． 
3.3 Word-Lint の要件 

Word-Lint は論文やレポートの形式や書式を添削する．そ

のための要件として次の３つを挙げた．一つ目は書式チェ

ック，二つ目は日本語ルールのチェック，三つ目は論文形

式のチェックである． 
書式チェックは，フォント・文字サイズ等の文字に関す

る情報の統一チェックを行う．表題・副題や章・節・項の

書式や表記の違い，本文の書式の統一の確認を行う．日本

語ルールチェックは，文章における日本語ルールの欠如や

表記ゆれを確認する．段落の先頭の字下げ，句読点の統一，

文体の統一の確認を行う．論文形式のチェックは，表題・

日付・所属・氏名の有無，目次の有無，参考文献の有無，

謝辞の有無，文献番号への参照の確認等を行う．これらの

設定は別途設定ファイルまたは設定画面を設けることで添

削者が柔軟に対応できるようにする． 

4. 適用例 

Word-Lint の試作品の適用例を図 2 に示す．Word-Lint は
試作品であるため，すべての要件を実装していない．日本

語ルールチェックのみ実装している．その機能は，段落の

先頭の字下げ，句読点の統一，文体の統一の確認である．

検出された項目は図  3 のように警告として既存の

MS-Word 文書に書き込まれコメントとして表示される．図 
3 中の①は，段落の字下げが無い点についての警告である．

通常，段落の最初は字下げが必要だが，この段落では字下

げが行われていないために警告を表示している．②は文体

についての警告が表示されている．「である調」で統一しな

ければならないにも関わらず，「ですます調」で記述されて

いる部分があるとこのように「常体」にするよう警告が表

示される．③は句点に対する警告である．句点を「．(ピリ

オド)」で統一する必要がある場合に，「。(マル)」が使用

されていた場合に「．」で統一するように警告が挿入される．

現時点ではこれら三つの項目についてのみ検出を行ってい

るが，手作業と比較して一瞬で形式や書式のチェックを終

えることが出来る． 

5. まとめ 

Word-Lint は文書の書式，論文の形式，日本語のルールを

自動で校閲するツールである．このツールを使用すること

により，論文・レポートの添削者（教育担当者）は，論文

の内容についてより多くの時間を割くことが出来るように

なる．その結果，課題を提出する学生に対し，ひとりひと

りに質の高いフィードバックを与えることが可能となる．

これにより，Word-Lint は教育効果の向上が狙えるツールで

ある． 
今後の課題としては，まず試作品の Word-Lint に対して

三つの要件を実装し，それぞれの検証を行う．次に，開発

設計やリファクタリングを経て，添削者に使いやすいユー

ザーインターフェイスを持つツールとして開発を行う予定

である． 
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MS-Word2007 文書の構造 図 1 

Word-Lint の適用例 図 2 

コメント部分の拡大 図 3 
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